
 
事後審査型制限付き一般競争入札を施行するので，地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の

６の規定に基づき次のとおり公告する。なお，本入札は，総合評価落札方式により執行する。 
 

令和８年９月３０日 
                                宇都宮市長 佐 藤 栄 一 
 
 １ 入札対象工事                            Ｎｏ．2026012539 

入 札 番 号  303 

工 事 名  
準用河川越戸川バイパス築造工事（分割１号） 
（総合治水・雨水対策事業） 

工 事 場 所  宇都宮市東峰町 

工 期 令和９年３月１０日 まで 

工 事 概 要  別紙，設計書表紙のとおり 

予 定 価 格  落札決定後，公表 

 
 ２ 入札に参加できる者に必要な資格要件 
   宇都宮市から令和７・８年度建設工事入札参加資格を受けている事業者で，開札日当日において下記の要

件を満たしていること。 

入札参加形態  単 体 

業 種 土木一式工事 

対 象 ラ ン ク A 級 

建 設 業 許 可 特定建設業又は一般建設業 

配 置 技 術 者 
建設業法（昭和２４年法律第１００号）の規定に基づき，本工事に対応する監

理技術者又は主任技術者を専任で配置できること。 

そ の 他  

宇都宮市内に建設業法(昭和 24 年法律第 100 号)第３条に基づき設置された本
店があること。 

他に手持ち工事のない者を現場代理人として常駐で配置できること。（技術者と
の兼務は可） 

本工事に係る設計業務等の受託者又は当該受託者と資本若しくは人事面におい
て関連がある建設事業者でないこと。 
・本工事の設計等の受託者：協和測量設計株式会社 

取り抜け要件に該当しないこと。（詳細は，５ その他（３）を参照） 

 
３ 入札日程等 

評価項目算定資料 
の  提  出 

令和８年１０月１６日（金） 
午前９時から午後１時まで 

提出場所：宇都宮市理財部契約課（５階） 
宇都宮市ホームページ からダウンロード 
https://www.city.utsunomiya.lg.jp/ 

設計図書の閲覧  
期 間 

令和８年１０月２８日(水)
まで 

閲覧場所：宇都宮市電子入札システム又は 
      宇都宮市理財部契約課（５階）  

設計図書に関する 
質 問 提 出 日 

令和８年１０月１６日(金) 
午後１時まで 

提出場所：宇都宮市理財部契約課（５階） 

設計図書に関する 
質 問 回 答 

令和８年１０月２１日(水)午後５時までに宇都宮市電子入札システムにおいて
「質問への回答」を掲示する。ただし，質問が無かった場合は，掲示しない。 

入 札 方 法 電子入札 

工事費内訳書の提出 必須 



入 札 書 の 提 出 

令和８年１０月２２日(木) 
午後１時から 
令和８年１０月２７日(火) 
午後１時まで  

宇都宮市電子入札システムにより提出す
ること。 

技術評価項目及び 
配 点 に つ い て 

「算定基準（施工能力評価方式）」のとおり 

開札日時及び場所 
日時：令和８年１０月２８日(水) 午前 10時 00分 
場所：宇都宮市理財部契約課入札室（５階） 

技術評価点の公表 
落札候補者を決定した日の翌日，宇都宮市ホームページに公表する。 

なお，技術評価に疑義があるときは，文書により照会することができる。 

技 術 評 価 点 の 
疑 義 照 会 期 間 

技術評価点を公表した日の翌日
から２日間（市の休日を除く。） 

提出場所：宇都宮市理財部契約課（５階） 

技 術 評 価 点 の 
修 正 公 開 日 

疑義照会期間の翌日から２日以内（市の休日を除く。）までに宇都宮市ホームペ
ージに公表する。 

低入札価格調査制度 適 用 

確 認 書 類 
提  出  日 

提出を求められた日の翌日から
２日以内（市の休日を除く。） 

提出場所：宇都宮市理財部契約課（５階） 

落札者決定基準 
及 び 決 定 方 法 

 総合点の最も高い者を落札第１順位者とし，入札参加資格確認書類が提出され
た日の翌日から原則２日以内（市の休日を除く。）に，入札参加資格が認められた
場合に落札（候補）者とする。 

 
４ 入札保証金等  

入 札 保 証 金 免 除 

契 約 保 証 金 納 付 

支 払 条 件 前金払：有 

 
 ５ その他 

(1)  共通事項（電子入札）及び共通事項（総合評価落札方式）に示すとおりとする。 
(http://www.city.utsunomiya.tochigi.supercals.jp/keiyaku_kouji/ebidlib/ebid_common_articles_r8.pdf)) 

(http://www.city.utsunomiya.tochigi.supercals.jp/keiyaku_kouji/summary/kyoutuujikou_sogo_r8.pdf) 

 

(2)  開札日が同じ工事では，配置予定技術者を重複して申請をすることはできない。 
ただし，複数の参加申請をしても複数の落札者となれない工事（分離・分割発注等）を除く。 

 
(3)  本工事における取り抜け要件（近接工事，分離・分割工事，同日同工種工事）は以下のとおりとす

る。取り抜け要件に該当する場合，複数の入札に参加したとしても，複数の落札者とはなれない。ま
た，特定建設工事共同企業体の代表者及び構成員についても取り抜けの対象とする。 

ただし，応札者が１者であった場合は，当方式の対象外とする。 
なお，落札候補者からの入札参加資格確認は，取り抜け要件ごとに，開札日及び以下の順に落札候

補者が存在する案件から順次実施する。 
近接工事 
本工事は近接工事の適用除外とする。  

分離・分割工事 
なし 

      同日同工種 
なし 

 
(4) 特定建設業許可の者で監理技術者を配置せず主任技術者を配置する場合，及び一般建設業許可の者

は，一部下請の発注を 5,000(建築一式工事は 8,000)万円未満とする。 
 

(5) 本工事は「週休２日制工事（発注者指定型）」の対象工事である。 
(http://www.city.utsunomiya.tochigi.supercals.jp/keiyaku_kouji/kisoku/syukyu_yoryo_r8.pdf) 
 

６ 照会先 
宇都宮市理財部契約課工事契約グループ ℡ ０２８－６３２－２１６４～２１６５ 
宇都宮市ホームページ https://www.city.utsunomiya.lg.jp/ 



算定基準（施工能力評価方式） 
 

工 事 名：準用河川越戸川バイパス築造工事（分割１号）（総合治水・雨水対策事業） 

工事場所：宇都宮市東峰町 

 
１ 価格点と技術評価点の配点は，次のとおりとする。 
 ア 価格点      ８０点 
 イ 技術評価点    ２０点 

   
２ 技術評価点は，入札者が提出した評価項目審査申請書（添付書類を含む。）により，以下の評価項

目及び評価基準に基づいて算定した評価点の合計とする。 

評価項目 配点 評価基準 評価点 

(1) 宇都宮市及び宇都宮市上下水道局発

注工事の工事成績評定点 
  入札参加者の工事成績評定点（以下をす

べて満たすもの）の平均値（小数点第２位以

下切捨て）により評価する。 

 

・過去３か年度（公告日の属する年度は含

まない。）に検査室又は技術監理室が検査

を完了した工事 

・本工事と同一工種の工事 

 

特定建設工事共同企業体の構成員として

の評定点を含む。 

５.０点 

７５点以上 ５.０点 

６７.０点以上７５.０点未満

は，下式により算定する 

平均値／２－３２.５ 

（小数点第３位以下切捨

て） 

４.９５点 

～ 

１.００点 

６７点未満又は 

工事成績評定点なし 
０点 

(2) 同種工事施工実績 
  過去に同種・類似工事を施工した実績に

より評価する。 

特定建設工事共同企業体による工事は，

各構成員の工事実績として扱う。 

１.０点 

元請実績あり １.０点 

一次下請として実績あり（同

種・類似工事の条件を満た

す） 

０.３点 

一次下請として実績あり（同

種・類似工事の条件を確認で

きない） 

０.１５点 

実績なし ０点 

(3) 優良工事表彰状況 
過去５か年度（公告日の属する年度を含

む）における優良建設工事表彰又は優秀賞

の受彰の有無及び受彰工種により評価す

る。 

２.０点 

同工種の優秀賞受彰歴あり ２.０点 

同工種の受彰歴あり １.５点 

異工種の優秀賞受彰歴あり １.０点 

異工種の受彰歴あり ０.５点 

受彰歴なし ０点 

 

 

 

 



(4) ア 若手・女性技術者評価 
   配置予定の「監理技術者」，「主任技術

者」又は「現場代理人」が以下のいずれか

に該当する場合に評価する。 

・４０歳以下であり，国家資格等を有

する者又は実務経験１０年以上の者 

・女性 

 イ 週休２日制工事施工実績 
過去２か年度（公告日の属する年度を

含む）に完成引き渡しが完了した国・特殊

法人等・都道府県・都道府県出資公社・市

区町村が発注した工事を，元請として施

工した工事において，発注機関の要領等

により４週８休以上を達成した工事にお

ける実績を評価する。 

 ウ 建設キャリアアップシステム導入 
評価項目算定資料提出日現在において

事業者登録している実績を評価 

ア～ウの 

項目数に

よる評価 

 

１.０点 

３項目 １.０点 

２項目 ０.５点 

１項目 ０.２５点 

０項目 ０点 

(5) 配置予定技術者の同種工事施工実績 
  同種・類似工事において配置予定の技術

者が「監理技術者」，「主任技術者」又は「現

場代理人」として担当した実績により評価す

る。 

１.５点 

実績あり １.５点 

実績なし ０点 

(6) 配置予定技術者が有する国家資格等 
  配置予定の技術者が有する資格により評

価する。 

０.２５点 

技術士・一級建築士又は当該

工事区分による一級国家資格

者等 

０.２５点 

二級建築士又は当該工事区分

による二級国家資格者等 
０.１２点 

資格なし ０点 

(7) 継続教育学習制度への取組み状況 
  評価項目算定資料提出日現在において，配

置予定技術者が受講した実績（別表１に示す

団体の証明があるもの。）を評価する。 
０.２５

点 

実績あり ０.２５点 

実績なし ０点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（8）ア 建設業労働災害防止協会への加入 
評価項目算定資料提出日現在における建

設業労働災害防止協会への加入の有無によ

り評価する。 

イ ISO又は事業所版環境 ISOの取得状況 
  評価項目算定資料提出日現在における

ISO9001 又は ISO14001，事業所版環境

ISO（エコアクション２１又はエコうつの

みや２１）の認証取得の有無により評価す

る。 

ウ 宇都宮市まちづくり貢献企業認証制

度の認証取得状況 
  評価項目算定資料提出日現在における宇

都宮市まちづくり貢献企業認証制度認証取

得の有無により評価する。 

エ 消防団活動への協力 
   評価項目算定資料提出日現在における宇

都宮市消防団協力事業所の認定の有無を

評価する。 

オ ＢＣＰ認定 
   評価項目算定資料提出日現在における

「事業継続力強化計画」として国土交通省

又は経済産業省の認定の有無により評価す

る。 

  （注）国土交通省の認定は１項目とする。 

     経済産業省の認定は０．５項目と 

する。ただし，両省の認定を受け 

ているとしても１項目とする。 

ア～オの 

項目数に

よる評価 

 

１.５点 

５項目 １.５点 

２．５項目～４．５項目 １.０点 

０．５項目～２項目 ０.５点 

０項目 ０点 

(9) 災害時協力協定締結状況 
  評価項目算定資料提出日現在における宇

都宮市又は栃木県との災害時協力協定締結

の有無を評価する。 
０.２５点 

締結あり ０.２５点 

締結なし ０点 

(10) 市内事業者の施工割合 
  当該工事における市内事業者の施工割合

を評価する。 

０.２５

点 

９０％以上 ０.２５点 

５０％以上９０％未満 ０.１２点 

５０％未満 ０点 

(11) 施工計画 
 別表２の評価項目により評価する。 

 なお，不可の評価を受けた者は失格とす

る。 

 

７.０点 

優 

７.００点 
～ 

５.９６点 

良 

５.７０点 
～ 

４.１５点 

可 
３.８９点 

～ 
１.３０点 

不可 

１.０４点 
～ 
０点 

 



３ 技術評価項目における同種工事は，次の条件に該当するものとする。 

以下の条件をすべて満たすものを評価する。 

発 注 者：国，地方公共団体，特殊法人等，都道府県出資公社 

完成引渡し：平成２８年４月１日以降 

工 事 種 別：函渠工 現場打ちボックスカルバート工事 

施 工 規 模：内空断面１４㎡以上 
 
４ 評価対象となる配置予定技術者の国家資格は，次の条件に該当するものとする。 

一級国家資格…１級建設機械施工技士，１級土木施工管理技士，技術士｢建設部門｣,｢農業部門

(農業土木)｣，｢水産部門(水産土木)｣，｢森林部門(森林土木)｣，｢総合技術監理部

門(建設)，(農業のうち農業土木)，(水産のうち水産土木)，(森林のうち森林土

木)」 

 

二級国家資格…２級建設機械施工技士(第１種から第６種)，２級土木施工管理技士(土木) 

 

５ 施工計画のテーマは，次のとおりとする。 

工程管理について・・・別途施工中の工事と工程が重複することから，効率的な工程管理上の

留意点とその対策について記載すること。 

品質管理について・・・大断面の現場打ちボックスカルバートであり，重要構造物であること

から，コンクリート構造物の耐久性等の品質確保対策につい

て記載すること。 

施工上特に配慮すべき事項・・・通学路など，歩行者の通行が多いことに加え，車両の通行量が

多い路線であることや，住宅が近接していることなどから，

現場周辺の安全確保や環境保全に関する対策について記載す

ること。 

 

６ 評価項目及び算定基準（標準案件）については，次のとおり取扱うものとする。 

 (1) 配置予定技術者を１名に特定できない場合，複数名とすることができる。この場合において

は，配置予定技術者の施工実績について提出を求める算定資料は，すべての配置予定技術者につ

いて提出すること。評価点については最も低い評価を受けた配置予定技術者の点数を用いるもの

とする。 

また，評価対象とする技術者は，発注機関が公告等において配置を求めた「監理技術者」，「主

任技術者」又は「現場代理人」の実績を有する者のみとし，工事カルテにおいて，発注機関の求

めによらず配置された技術者の実績や担当技術者の実績は，その表記のみでは評価対象としない。 

 (2) 優良工事表彰状況の評価について，評価対象とするものは以下のものに限ることとし，宇都

宮市及び宇都宮市上下水道局発注工事以外の工事において，表彰状，契約書，工事カルテ等で要

件を満たすことの確認が困難である場合は評価しない。 

・宇都宮市長表彰（優良建設工事表彰又は優秀賞） 

・栃木県知事表彰 

・栃木県内で施工した国土交通省発注工事での関東地方整備局長表彰 

 ・栃木県内で施工した国土交通省発注工事での事務所長等表彰 

・栃木県発注工事での事務所長等表彰 

なお，特定建設工事共同企業体の構成員（代表者を含む。）としての受彰実績は，評価対象とす

る。ただし，当該表彰が構成員を個別に表彰するものである場合，申請者である事業者に対する

表彰であることを確認できない場合は評価しない。 

 (3) ISOの認証取得については，対象業務を建設工事とし，公益財団法人日本適合性認定協会（JAB）

又は，JABと相互認証している認定機関に認定されている審査登録機関が認証したものとする。 

 (4) 施工計画については，当該工事を施工する際に特に留意すべき事項について社内で充分に検

討した上で作成し提出（提出部数は１部とする。）すること。 

また，施工計画の評価については絶対評価により行うものとし，必要に応じて施工計画に関す

るヒアリング調査を実施する。 

   なお，市が指定した様式及び記載条件以外で施工計画を作成した場合については，失格として

取り扱う。 



 (5) 特定建設工事共同企業体に係る入札の場合，評価項目及び算定基準中(1)，(3)～(9)，(11)に

ついては代表者のみを評価する。(2)については構成員（代表者を含む。）のうち実績を有する者

を評価する。 

 (6) 評価項目及び算定基準中(2)及び(5)において，同種工事の実績（工事種別）を複数有する必

要がある場合は，次のとおり評価する。 

・複数の工事種別が同一工事内にある場合，当該工事を実績として扱う。 

・複数の工事種別が同一工事内にない場合，評価点が低い工事を実績として扱う。 

 (7) 評価項目及び算定基準中(10)において，受注者が特定建設工事共同企業体である場合は，構

成員（代表者を含む。）が市内事業者である場合のみ，当該特定建設工事共同企業体を「市内事業

者」であるとみなす。 

 

７ 総合評価落札方式の採用に係る特記事項 

  本工事は，総合評価落札方式により落札者を決定するため，下記の項目について遵守すること。 

 (1) 配置予定技術者は，当該工事に提出した施工計画の内容を満たす施工をしなければならない。 

 (2) 発注者は，工事の監督・検査にあたり，受注者の施工内容が評価した施工計画の内容を満たし

ていることを確認することとし，受注者は必要な資料を作成し監督員に提出しなければならない。

必要な書類の作成及び提出に要する費用は受注者の負担とする。 

 (3) 受注者の責めにより，施工計画を満たす施工が行なわれない場合，または市内事業者の施工

割合について誓約書の内容が履行されない場合は，工事成績評点を減ずる措置を行う。工事成績

評定の減点は，合計で最大１０点を減点する。 

 (4) 前項により減点を受けた者は，次回工事の入札参加の際に不適格者として扱われることがあ

る。 

 

 

別表１：評価対象とする資格認定団体 

・一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会 ・公益社団法人 日本造園学会 

・公益社団法人 日本建築士会連合会 ・公益社団法人 日本都市計画学会 

・公益社団法人 日本技術士会 ・公益社団法人 農業農村工学会 

・公益社団法人 空気調和・衛生工学会  ・一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会 

・一般社団法人 建設コンサルタンツ協会  ・公益社団法人 日本建築家協会 

・公益社団法人 地盤工学会  ・一般社団法人 日本建設業連合会 

・公益社団法人森林・自然環境技術教育研究センター  ・一般社団法人 日本建築学会 

・一般社団法人 全国上下水道コンサルタント協会  ・一般社団法人 日本建築構造技術者協会 

・一般社団法人 全国測量設計業協会連合会 ・一般財団法人 建設業振興基金 

・土質・地質技術者生涯学習協議会  ・公益財団法人 建築技術教育普及センター 

・公益社団法人 土木学会 ・一般社団法人 建築設備技術者協会 

・一般社団法人 日本環境アセスメント協会  ・一般社団法人 電気設備学会 

・公益社団法人 日本コンクリート工学会 ・一般社団法人 日本設備設計事務所協会 
 

 



別表２：施工計画の評価項目及び配点 

 

評価項目 評価内容 評価区分 
配 

点 

評 

価 

者 

１ 

評 

価 

者 

２ 

評 

価 

者 

３ 

合 

計 

工程管理に

係わる技術

的所見 

工事の手順，各工程の

工期が，的確に捉えら

れているか。 

標準を上回り優れている ３点 

    
標準を上回り的確である ２点 

標準である １点 

標準を下回る ０点 

品質管理に

係 わ る 確

認，管理方

法の的確性 

品質の確認方法，管理

方法が，現場の環境条

件（地形，地質，環境，

地域特性等）を踏まえ

て的確であるか。 

標準を上回り優れている ３点 

    
標準を上回り的確である ２点 

標準である １点 

標準を下回る ０点 

施工上配慮

すべき事項

の的確性 

配慮事項が，現場の環

境条件（地形，地質，環

境，地域特性等）を踏ま

えて的確であるか。 

標準を上回り優れている ３点 

    
標準を上回り的確である ２点 

標準である １点 

標準を下回る ０点 

合  計     

 

評価者合計点 27 点～23 点 22 点～16 点 15 点～5 点 4 点～0 点 

評 価 優 良 可 不可 

 

  ＊ 優，良，可の評価点計算式は以下のとおりとする。 

 

    評定点 ＝ 評価者合計点 ／ 評価者満点（２７点） × 施工計画配点（７点） 

 

 

＊ 評価については，監督員・総括監督員・検査員の３名で絶対評価により行うこととする。 

 


